
（ ）

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

80% 20% 83%

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

※　厚生労働省「人口動態統計」（データは暦年、令和元年は未公表）
　　令和２年度の目標値は令和元年度の子供（０～14歳）の不慮の事故による死者数

一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

主要政策・施策

15

子供の事故に関する情報
等の分析を基に、保護者等
へ向けた注意喚起等の情
報提供を行うことで、子供
（０～14歳）の不慮の事故
による死者数が減少してい
くものと考えられることか
ら、アウトカム指標と設定。

実施方法

平成29年度

％

子どもの事故防止に関する取組の推進 担当部局庁 消費者庁 作成責任者

事業開始年度

直接実施、委託・請負

担当課室 消費者安全課 課長　鮎澤　良史

事業名

会計区分

2年度

-

翌年度へ繰越し -

計

令和元年度

その他の事項経費

-

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

3年度要求

予算
の状
況

30年度

・子供の事故に関する情報等の分析を基に、保護者等へ向けた注意喚起等の情報提供を行う。
・子供の事故防止に資する啓発資料を作成し、消費者庁、地方公共団体等の行う普及啓発活動に活用する。
・保護者等の事故防止に関連する意識や対策の実施等につき調査を行い、分析結果を政策の企画立案に活用する。
・関係省庁で連携し、事故防止対策の取組を推進する。

- -

15

- -

- -

子供（０～14歳）の不慮の
事故による死者数（前年比
で死者数が減少することに
より、達成度は100％を上
回ることとする。）

-補正予算

予備費等

当初予算

中間目標
定量的な成果目標

6

--

12

平成29年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

本事業の目的は、子供の不慮の事故を防止するための啓発等を行うことである。

前年度から繰越し - -

成果実績

目標値

成果指標 単位

人
成果目標及び

成果実績
（アウトカム） 人

令和2年度行政事業レビューシート 消費者庁

執行額

15 15 6 6 0

3 5

執行率（％） 80% 20% 83%

-

-

消費者基本計画
消費者基本計画工程表（令和元年７月26日改定）
　施策番号１（１）⑦

平成29年度 30年度 令和元年度
目標最終年度

113.6 89.9

258

287 -

287

- -

-

-

- -

6

関係する
計画、通知等

達成度

258

-

293

年度 年度2

-

2年度当初予算

3

2

1

0委員等旅費

諸謝金

その他

計

令和2・3年度
予算内訳

（単位：百万円）

主な増減理由

-

3年度要求

事業番号 0021

0

0

6 0

予算額・
執行額

（単位:百万円）

歳出予算目

消費者政策調査費

情報処理業務庁費

職員旅費

0



政
策
評
価

政
策
評
価

、
新
経

3年度
活動見込

- -

10 -

-

2年度
活動見込

3年度
活動見込

-

100

-

-

2年度
活動見込

3年度
活動見込

- -

- -

2年度
活動見込

3年度
活動見込

- -

50

-100 -

「子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック」の
印刷経費／　発行部数

100 100

30年度

40,000 100,000 100,000

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

単位当たり
コスト

件

円

活動指標

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位

子供の事故防止に関する啓発資料（「子どもを事故から
守る！事故防止ハンドブック」）の配布部数

活動実績

部

計算式 　　/

単位

算出根拠

単位当たり
コスト

単位

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標

2年度
活動見込

100,000 -

118 122 91

- - -

平成29年度

平成29年度 30年度 令和元年度

活動実績

令和元年度

令和元年度

50 50

-

活動指標 単位

活動実績 件

当初見込み -

10

62 50 50

30年度

30年度 令和元年度

5,300 6,000 9,000

当初見込み 回

-

　　/ -

単位

子供の事故防止に関する情報発信（Twitter）

活動指標

-

平成29年度

-

件

-

15 146 18 -

平成29年度 30年度 2年度活動見込

計算式

「子どもを事故から守る！Twitter」のフォロワー数（年度
末時点）

-

50

2年度活動見込

- -

2,889,452
/193,000

91 -

目標値 件

活動実績

30年度 令和元年度

単位

Twitterやメールマガジンによる子供の事故防止に関す
る情報発信は、委託等によるものではなく、消費者庁に
て実施しているため、単位当たりコストを示すことはでき

ない。

単位当たり
コスト

30年度 令和元年度

-

単位当たり
コスト

-

- - -

保護者に向けたイベント等での啓発活動については、主
催、共催の別などにより、ブース出展に係る経費の有無
等がイベントごとに異なり、また、個別に支出する旅費、
借料等のコストは計算不能であるため、単位当たりコス

トを示すことはできない。

5,300 6,000 9,000 - -

目標値 - - - -

-

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

単位

保護者に向けたイベント等での啓発活動

単位

100 100 100

部

当初見込み

回

子供の事故防止に関する情報発信（メールマガジン）
活動実績 件

当初見込み 件

平成29年度 30年度 令和元年度

平成29年度 令和元年度

-

193,000 8,000 148,022

30年度

-

- -

- -
定量的指標

122

1,171,800
/8,000

2,627,836
/148,022

2年度活動見込

平成29年度

年度

2年度
活動見込

3年度
活動見込

- -

年度

-

8

中間目標 目標年度

10

11 10 9

平成29年度

平成29年度

令和元年度

計算式 　　/

実績値 件 118

単位

目標年度

- 年度 - 年度

中間目標

「子どもを事故から守る！Twitter」による情報発信回数

「子どもを事故から守る！Twitter」のフォロワー数

実績値 件

単位当たり
コスト

算出根拠

-

施策 消費者の安全確保のための施策の推進

-

政策 消費者政策の推進

定量的指標 単位 平成29年度 30年度 令和元年度

測
定
指
標



-

経
済
・
財
政
再
生
計
画
と
の
関
係

事業番号 事業名所管府省名

○

-

-

子供の生命・身体の安全に関わるものであり、国が子供の安
全確保のため全国統一的に実施すべき事業である。

○

評　価項　　目

消費者が安全・安心に暮らすため、子供の事故を防ぐ各種取
組は重要であり、広く国民や社会のニーズを反映するもので
ある。

目標最終年度

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

-

-

目標値

中間目標計画開始時
元年度 2年度

・引き続き啓発資料やSNSを活用した保護者等への注意喚起を通じて、子供の事故の防止を図る。
・事業の効率性について、一般競争入札を基本とした選定を行うとともに、真に必要な事業に限定し効率的な予算執行に努める。

・令和元年７月22日～28日を「子どもの事故防止週間」とし、同期間中「子供の事故防止に関する関係府省庁会議」の構成機関と連携し、子供の
事故防止に関する集中的な広報活動を行った。
・子供向け教育イベント、親子イベント等において、「子どもの事故防止ハンドブック」や啓発資料を活用し、子供の事故防止について啓発を行っ
た。
・子供の生命身体に係る事故を防止し、またその拡大を防ぐという事業の目的に沿った活動を行う。
・成果目標及び成果実績に人口動態統計における子供（０～14歳）の不慮の事故による死者数を設定した。

○

-

‐

成果物は注意喚起や啓発に活用するなど、広く消費者に周
知している。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

-

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

注意喚起等に当たっては、低コストで幅広い層に呼び掛け可
能な手法で実施している。

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

-

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

○

契約に当たっては、一般競争入札を基本とし、競争性を確保
している。また随意契約となる場合であっても３者の相見積り
をとるなどの手続を行い、競争性の確保に努めている。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○

無

年度

-

本事業の成果と取組事項・KPIとの関係

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

子供の生命・身体の安全に関わるものであり、優先度が高い
事業である。

複数者の見積りをとり、単位当たりのコスト水準の妥当性を
確保している。

- -

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

○

K
P
I

(

第
一
階
層

）
-

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、一
者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

成果実績

メール配信作業等を内製化するなど費用の削減に努めてい
る。

子供（０～14歳）の不慮の事故による死者数は近年低水準で
推移しており、実績と目標にかい離は生じていない。

- -

○

真に必要な業務への支出に限定している。

単位

改善の
方向性

‐

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

関
連
事
業

‐

-

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

おおむね活動見込みに沿った実績となっている。

‐

-

点
検
・
改
善
結
果

- 年度

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

-

受益者との負担関係は妥当であるか。

年度

-

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

-

-

無

○

点検結果

-

国
費
投
入
の
必
要
性

取組
事項

分野： -

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

子供の事故の発生を防止し、またその拡大を防ぐことで、消費者の安全確保のための施策の推進に寄与する。

-

事業所管部局による点検・改善

ＫＰＩ
（第一階層）

- -

達成度 ％ -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

元年度 2年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - - - - -

目標値 - - - - - -

達成度 ％ - - - - -

新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改
革
工
程
表
 
2
0
1
9

繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐



行政事業レビュー推進チームの所見

外部有識者の所見

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況



( )

※令和元年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成31年度 消費者庁 0020

平成30年度 0019

平成29年度 新29-0002

- 平成25年度 -

平成26年度 - 平成27年度 - 平成28年度 -

平成22年度 - 平成23年度 - 平成24年度

消費者庁
4.7百万円

【随意契約（少額）】

「子どもを事故から守る！プロ
ジェクト」ＬＥＤライト付き反射
チャームの作成業務等

Ａ（株）日本画像
1.1百万円

【随意契約（少額）】

「子どもの事故防止ハンドブッ
ク」（事故防止のための啓発用
冊子）の増刷業務等

Ｂ （株）太陽美術
0.7百万円

【随意契約（少額）】

子どもの事故防止ハンドブック
及び子どもの事故防止週間の
ポスターの梱包・発送業務等

Ｃ 朝日梱包（株）
0.4百万円

【随意契約（少額）】

令和元年度「子どもの事故防
止週間」ポスター印刷業務等

Ｄ（株）アライ印刷
0.3百万円

【随意契約（少額）】

「子どもの事故防止ハンドブッ
ク」（事故防止のための啓発用
冊子）の印刷業務

Ｅ 不二オフセット
（株）

0.6百万円

【随意契約（少額）】

集計処理や統計解析に係るソ
フトウェアインストール用機器
の導入

Ｆ キャセイコムテック
（株）レンタルセンター

0.2百万円

【雑役務・消耗品等】

雑役務費・消耗品費等

Ｇ 雑役務費・消耗品等
0.2百万円

【旅費】

有識者旅費

Ｈ 委員等旅費
0.2百万円

【謝金等】

講師謝金

Ｉ 講師等謝金
0.1百万円

【職員旅費】

職員旅費

Ｊ 職員旅費
0.8万円

・子供の事故に関する情報等の分析を基に、保護者等へ向けた注意喚起等の情報提供を行う。

・子供の事故防止に資する啓発資料を作成し、消費者庁、地方公共団体等の行う普及啓発活動

に活用する。

・保護者等の事故防止に関連する意識や対策の実施等につき調査を行い、分析結果を政策の

企画立案に活用する。

・関係省庁で連携し、事故防止対策の取組を推進する。



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

チェック

（株）日本画像

（株）日本画像

0.7

A.（株）日本画像

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

0.3

金　額
(百万円）

「子どもの事故防止ハンドブック」（事故防止
のための啓発用冊子）の増刷業務等

使　途

雑役務費　そ
の他

B.（株）太陽美術
金　額

(百万円）

1.2

費　目 使　途

計 1.2 計 0.7

雑役務費　そ
の他

子どもの事故防止ハンドブック及び子どもの
事故防止週間のポスターの梱包・発送業務
等

0.4 印刷製本費
令和元年度「子どもの事故防止週間」ポス
ター印刷業務等

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

印刷製本費
「子どもを事故から守る！プロジェクト」ＬＥＤ
ライト付き反射チャームの作成業務等

費　目

C.朝日梱包（株） D.（株）アライ印刷

費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

印刷製本費
「子どもの事故防止ハンドブック」（事故防止
のための啓発用冊子）の印刷業務

0.8
情報処理業務
庁費

集計処理や統計解析に係るソフトウェアイン
ストール用機器の導入

0.2

計 0.4 計 0.3

使　途

- -

計

費　目 使　途

雑役務費　そ
の他

平成31年度おぎゃっと21の経費 0.1

雑役務費　そ
の他

-

計 0.8

1

雑役務費　そ
の他

消費者庁子どもの事故防止週間イベントに
おける施設入場者保険

0 -

-

E.不二オフセット（株） F. キャセイコムテック（株）レンタルセンター

費　目

消費者安全法に基づく調査に係る立替払 0

入札者数
（応募者数）

落札率

- -

契約方式等

随意契約
（少額）

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載

消耗品費　そ
の他

子どもの事故防止プロジェクトで使用する物
品の購入

0.1 - -

0.2

金　額
(百万円）

-

G.雑役務費・消耗品等 -

2

費　目 使　途
金　額

(百万円）

- -

法　人　番　号

4010001032979

4010001032979 0.8

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

-

「子どもを事故から守る！プ
ロジェクト」ＬＥＤライト付き
反射チャームの作成

子どもの事故防止週間のイ
ベントにおける消費者啓発
に係る各種物品の作成

2

-

（株）太陽美術 1011001013468
消費者の事故防止のため
の啓発活動用イラスト作成
作業（第３四半期分）

0.1

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

（株）太陽美術 1011001013468
「子どもの事故防止ハンド
ブック」（事故防止のための
啓発用冊子）の増刷

0.6
随意契約
（少額）

- -

随意契約
（少額）

- - -

（株）太陽美術 1011001013468
消費者の事故防止のため
の啓発活動用イラスト作成
作業（第４四半期分）

0.1
随意契約
（少額）

- - -

- - -

計 0.2 計 0

-

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

0.4
随意契約
（少額）



C

D

E

F

G

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

株式会社　クオカード 2010001091242
子どもの事故防止プロジェ
クトで使用する物品の購入

0.1
随意契約
（少額）

- - -

職員A -
消費者安全法に基づく調査
に係る立替払

0 - - -

キャセイコムテック
（株）レンタルセン
ター

5100001012979
集計処理や統計解析に係
るソフトウェアインストール
用機器の導入

0
随意契約
（少額）

- - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

不二オフセット（株） 5013101000342
「子どもの事故防止ハンド
ブック」（事故防止のための
啓発用冊子）の印刷

0.6
随意契約
（少額）

- - -

（株）アライ印刷 6010901000777
令和元年度「子どもの事故
防止週間」ポスターデザイ
ンデータ作成作業

0.2
随意契約
（少額）

- - -

朝日梱包（株） 9010601040880
「子どもの事故防止ハンド
ブック」の梱包・発送業務

0.1
随意契約
（少額）

- - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1

2

朝日梱包（株） 9010601040880

子どもの事故防止ハンド
ブック及び子どもの事故防
止週間のポスターの梱包・
発送業務

0.3
随意契約
（少額）

- - -

1

2 （株）アライ印刷 6010901000777
令和元年度「子どもの事故
防止週間」ポスターデザイ
ンデータ作成作業

0.1
随意契約
（少額）

- - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1

2

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

キッセイコムテック
（株）レンタルセン
ター

5100001012979
集計処理や統計解析に係
るソフトウェアインストール
用機器の導入

0.1
随意契約
（少額）

- - -

3

4

1

2

はぐくみ徳島実行委
員会

-
平成31年度おぎゃっと21の
経費

0.1
随意契約
（少額）

- - -

損害保険ジャパン日
本興亜株式会社

4011101023372
消費者庁子どもの事故防
止週間イベントにおける施
設入場者保険

0
随意契約
（少額）

- - -



H

☑

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

チェック

麹町税務署 -
意見聴取及びヒアリング出
席旅費

0 - - -

非常勤職員B - 旅費精算 0.1 - - -

非常勤職員C - 旅費精算 0 - - -

吉本興業ホールディ
ングス　株式会社

6120001144720
子どもの事故防止週間イベ
ント出席旅費

0
随意契約
（少額）

- - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

有識者A -
意見聴取及びヒアリング出
席旅費

0.1 - - -

- - -

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - -

1

4

5

2

3

非常勤職員A - 旅費精算 0.1 - - -

8

6

7

非常勤職員E - 旅費精算 0 - - -

非常勤職員D - 旅費精算 0 - - -
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